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ボランティア
特集号

こちらの特集号は

『高の原小学校』のホーム
ページにも掲載中です。
カラーでも是非ご覧ください。

いつもPTA活動にご協力頂き、ありがとうござい
ます。

今年度の第２号はボランティア活動についてま
とめました。もしご興味を持たれましたら、新年度
の積極的なご参加をお待ちしております♪
誰でもできる内容ですし、子ども達に関わるこ

とが多く、やりがいを感じられます。

読み聞かせボランティア
２０２２年１０月１３日、今年度初めての活動日に取材させていただきました。

今回の取り上げられた本は懐かしい『ぐりとぐら』や、今の時代にちなんだマスクが
テーマの本など８冊でした。子ども達はエプロン隊の皆さんの感情豊かな読み聞か
せで、すぐに絵本の世界に引き込まれていました。自分で黙読するのもいいですが、
温かいお母様の声で読み聞かせしてもらうことで、お話を理解し、様々な人物に感
情移入することができ、相手の立場に立って考えられる効果があるそうです。小さ
い頃にたくさん触れた懐かしい絵本から、普段は苦手で手に取らないジャンルの本
との出会いもあったことと思います。
エプロン隊の皆さんも、いつもと違う角度で読み聞かせされていたので、何度も

練習されたことが伝わりました。絵本の内容から掘り下げて、ぐりとぐらの作ったパ
ンケーキのレシピが掲載されている本も用意されていました。『ライフタイム』という
本の読み聞かせの時には、絵本に掲載されていない生き物の知識もクイズ形式で
掘り下げてくださり、準備にもお時間を要されたと思います。数年ぶりのエプロン隊
の活動で緊張されていた初日に取材させていただきありがとうございました。



花ボランティア
正門を入って左手にある花壇やプランター、中庭のプランターやタイヤの花壇などに

季節の花が咲いています。そのお世話を主にしてくださっているのが花ボランティアで
す。
６名(OGさんを１名）で、各自「都合のついたときに自由に来る」というスタイルで活動

中です。〇例えば
・学校に来たついでにちょっとだけ
・草抜きや落ち葉の掃除
・参観や習い事で通りかかったときに花殻取り
・仕事に行く前に水やり
・今日はしっかりお世話をしに行こう …etc
「苗の植え替えや種まき、土の手入れなど、人手が必要な作業のときは、できるだけ
多くの人数が集まれそうな日程を相談して決めています。 『花の知識がないし…』、
『いつ行けるかわからない…』という心配があっても大丈夫です。私がこの２つにあて
はまりますが、『都合のついたときに自由に来る』スタイルに助けられて参加していま
す。」
「花ボランティアに参加するようになってから、学校に行くときは南門ではなく正門に回
て様子をみたり、綺麗に咲いてるなあ,と気にかけたりするようになりました。何より、
季節の花を楽しみながら、みんなで楽しく活動しています。授業中の子どもたちの
声が聞こえて、ほっこりするのも花ボランティアの楽しみの一つです。一緒に活動して
くださる方が少しでも増えると嬉しいです。」

図書ボランティア
９月中旬に取材させていただきました。２０分間の中間休みになると、学年問わず

子ども達が挨拶しながらやってきます。図書委員の子ども達も貸し出しの仕事を黙々
としていました。５・６年生には人気の委員会だそうです。隔週で司書さんがいらっしゃ
いますが、不在週にボランティアさんが図書室を開けてくださっていますので、前より
も子ども達が気軽に来やすいそうです。今年度はわが子も図書室の本に触れる機会
が多くなり、普段の会話で本の話題が増えたように感じています。
ボランティアさんも貸し出しの前後の時間を利用し、この時期はハロウィンの飾りで

図書室の窓を彩ってくださっていました。他にも階段の踊り場の掲示や、本の修繕な
どもされているそうです。



クラブ指導ボランティア

手芸クラブ
１０月１１日(火)手縫いやミシンを使ってそれぞれ作りたいもの（フェルトのマスコッ

トやテッシュケースなど）を作るお手伝いをしておられました。クラブが始まったばか
りの頃は、まずはキットで手芸に慣れ、次に自由作品を作っていました。
★キットを使ったマスクケース作り★
フェルトで可愛く飾り付けをしたり、並縫いで模様を縫ったり、できる子は、刺繍で
飾り付けをしていました！
★自由作品★
子ども達がそれぞれ作りたいものを準備して作っていきます。前期のクラブでは
ティッシュケース、シュシュ、巾着やブックカバーなどを作っていました。

ボランティアのお手伝いとしては、主に４年生に道具の使い方、玉結びや玉止め、
並縫いのお手本を見せ、やり方を教えています。

アートクラフトクラブ
子ども達みんなが説明を受けた工作作り（オーナメントやマジックハンドなど）のお

手伝いをしてくださっています。
先生が、制作するものを考えてくださって、毎回違うものを作ります。

子ども達の『これ、どうすればよかったっけ？』や『こんな風にするには…』をお手伝い

します。例えば、大人気のオーナメント作りは風船にボンドをつけた毛糸を巻き、乾
いたら風船を割って出来上がりです。ボランティアの皆さんは、毛糸にボンドをつけ
る作業や、乾かす作業のお手伝いをしておられました。
手芸クラブ・アートクラフトクラブに参加の子ども達は一生懸命に作ってでき上がっ

た時のキラキラ笑顔がとってもかわいいです。



最後まで『みんなの森ボランティア特集号』をお読みいただきありがと
うございました。コロナ禍で、感染状況を踏まえながら行事を開催されて
いる最中でありますが、少しずつできることも増えています。子ども達が
安心して当たり前の学校生活を送れることが、保護者として何より幸せ
だと感じます。
また、今回の取材を通じて、その『当たり前の幸せ』は皆様の日々の

ボランティアで成り立っていることを実感できました。ボランティア活動中
の取材にご協力いただきました皆様、本当にありがとうございました。
次年度のボランティア活動もご参加いただき、地域全体で子ども達を

支え、育てていくことが大切だと考えます。引き続きPTA活動へのご協力
お願い致します。

●広報委員会
１年平石 ２年広瀬 ３年藤原
４年矢倉 ５年富澤 ６年中村

↑登下校中の地域の見守り
ボランティアさん、

雨の日も寒い日も付き添い
ありがとうございます。

←汗ばむ天候の中、
運動会後の片づけの
ご協力ありがとうござ
いました。

←運動会後、広報で撮影した子ども達の大活躍
の写真を、ホール前に掲示させていただきま
した。

その他の活動

↑校内マラソン大会では、子ども達が安全に
完走できるようご配慮いただきありがとうご
ざいました。


